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第2部 は、本論として実験研究の結果が叙述されている。第1章 では、用意信号を伴 う
単純反応時間測定条件(「ザーッと鳴った ら用意 して、ピッと鳴ったらできるだけ速くボ








があると考え、実験 皿において3種 の条件を設定 して反応時間を比較した。(1用意信号が










者の 「用意!」 という言語用意信号とする場合(VWS条 件)が 新たに加えられた。実験
参加者は健常児(3～6歳)32名、中 ・軽度精神遅滞児(12～16歳)44名であった。
実験の結果を、用意信号に関する教示が有効になってい く過程と選択運動反応の確立過







された。健常児では、A段 階は4歳で、B段 階は5歳 で多く見られた。また、A-2段階は
1例 もな く、A-1段階に属する例は小数であったことから、A段 階からB段階への移行が











成分 となり、っいには消失 し、その一方で、より高い周波数が優勢成分となってい く過程


























りも遅 く、4歳 後半に前頭前野が一応の成熟に達することが指摘 されている。一方、神経
心理学の分野において、前頭前野損傷患者では、教示に従 って比較的単純な随意運動を遂
行することが困難となることが知 られている。

















始動信号に対 し定位反射が生 じ、運動反応の発現に抑制的影響を及ぼ し、反応時間の増大
や誤反応を出現させたと考え られている。
第3部 では本研究の全体的考察を行い、次のような結論を下 している。注意機能のうち












論 文 審 査 結 果 の 要 旨
脳波 と高次心理機能 との関係については多 くの研究が行われてきた。その中で発達学の分
野では、脳波 と知能検査成績 との相関を求める研究が主流をなしてきた。 しかし脳波の各指











果としてその発達を分析 しており、注意の教育の基礎を検討 したといえるであろう。 しか も、
その活動時の脳生理学的基礎を追求 していることによって、教育と脳の生理学的機能発達と
の関連を検討する緒口を開いたと考えることができる。
脳波分析について一言すれば、小区間フーリエ変換法の工夫により、体動が多い等の原因
で周波数分析の困難であった障害の重い子 ども達の ピーク周波数を明らかにすることができ
た。
聴覚誘発電位については、従来個人差が大 きく、発達差を検出することが困難であったが、
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安静時脳波を背景データとして利用することにより、見事にこれを処理 し、聴覚誘発電位の
発達的変化を抽出 しえたことは独創的である。
よって教育学博士の学位を授与することを適当と認める。
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